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(57)【要約】
【課題】偏光板の配置の際の帯電によって光漏れが生じ
るのを回避させた液晶表示装置を提供する。
【解決手段】液晶を挟持して対向配置される第１基板と
第２基板とを有し、
　前記第１基板は、前記第１基板の面と並行な成分を有
する電界を生じさせる画素電極と対向電極とを備え、
　前記第２基板は、前記液晶側の面に、遮光膜を備える
とともに、前記液晶と反対側の面に、透光性導電膜、お
よび前記透光性導電膜上に貼付された偏光板とを備え、
　前記透光性導電膜は、平面的に視て、その外輪郭が前
記第２基板の外輪郭よりも内側に位置づけられて形成さ
れている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶を挟持して対向配置される第１基板と第２基板とを有し、
　前記第１基板は、少なくとも、前記液晶側の面の各画素領域に、前記第１基板の面と並
行な成分を有する電界を生じさせる画素電極と対向電極とを備えて構成され、
　前記第２基板は、前記液晶側の面に、少なくも遮光膜を備えるとともに、前記液晶と反
対側の面に、透光性導電膜、および前記透光性導電膜上に貼付された偏光板とを備えて構
成され、
　前記透光性導電膜は、平面的に視て、その外輪郭が前記第２基板の外輪郭よりも内側に
位置づけられて形成されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記透光性導電膜は、平面的に視て、前記偏光板から露出した部分を有することを特徴
とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記透光性導電膜は、平面的に視て、その周辺の一部において外側に突出する部分を有
し、この突出する部分は前記偏光板から露出した部分となっていることを特徴とする請求
項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記透光性導電膜の外輪郭は、平面的に視て、前記偏光板から露出した部分を除き前記
偏光板の外輪郭と重なっていることを特徴とする請求項２、３のいずれかに記載の液晶表
示装置。
【請求項５】
　前記透光性導電膜の外輪郭は、平面的に視て、前記偏光板から露出した部分を除き前記
偏光板の外輪郭よりも内側に位置づけられていることを特徴とする請求項２、３のいずれ
かに記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記透光性導電膜の前記偏光板から露出した部分は一個あるいはそれ以上の個数で形成
されていることを特徴とする請求項２ないし５のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記透光性導電膜の前記偏光板から露出した部分は接地のための導電材が電気的に接続
されていることを特徴とする請求項２ないし５のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　ノーマリブラックモードで液晶が駆動されることを特徴とする請求項１に記載の液晶表
示装置。
【請求項９】
　前記第１基板の前記液晶側の面に、隣接する一対のゲート信号線と隣接する一対のドレ
イン信号線で囲まれた領域を前記画素領域とし、この画素領域に、ゲート信号線からの走
査信号によって駆動される薄膜トランジスタと、この薄膜トランジスタを通してドレイン
信号線からの映像信号が供給される前記画素電極と、前記映像信号に対して基準となる基
準信号が供給される前記対向電極とが形成されていることを特徴とする請求項１に記載の
液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記画素電極と前記対向電極のうち一方の電極は、画素領域に形成された面状電極から
構成され、前記画素電極と前記対向電極のうち他方の電極は、前記面状電極の上方に絶縁
膜を介して配置される複数の線状電極から構成されていることを特徴とする請求項８に記
載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に係り、特に、横電界方式と称される液晶表示装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　横電界方式（ＩＰＳ（In Plane Switching）方式とも称される）の液晶表示装置は、液
晶を挟持して対向配置される一対の基板（第１基板、第２基板）のうち一方の基板（第１
基板）の液晶側の面の各画素領域に、画素電極と対向電極が形成され、これら画素電極と
対向電極との間に第１基板の面と平行な成分を有する電界を発生させるようになっている
。このような液晶表示装置は、前記電界の作用によって、液晶の分子が第１基板の面に水
平な状態のままで配向変化するので、いわゆる広視野角特性に優れたものとして構成する
ことができる。
【０００３】
　この場合、横電界方式の液晶表示装置（パネル）は、観察側となる第２基板の液晶と反
対側の面に、電界シールド材となる透光性導電膜が形成されているのが通常である。これ
は、外部から侵入される比較的強い電界によって、液晶の分子を駆動させる比較的弱い電
界が影響されてしまうのを回避させるためである。
【０００４】
　なお、前記第２基板は、その液晶側の面に、少なくとも各画素領域に相当する部分に開
口が設けられた遮光膜（ブラックマトリックス）が形成され、この遮光膜によって各画素
のコントラストの向上を図るように構成されている。
【０００５】
　また、第１基板および第２基板において、それぞれ、液晶と反対側の面に偏光板が配置
されるようになっている。これら偏光板によって液晶の挙動を可視化させるためである。
そして、第２基板に配置される偏光板は前記透光性導電膜の上面に重ねられて配置される
。
【０００６】
このような構成からなる液晶表示装置は、たとえば下記特許文献１に開示がなされている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００９－６９７７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、上述した液晶表示装置（パネル）は、第２基板の前記透光性導電膜の上面に偏
光板を配置させた後において、表示領域に光漏れが生じ易くなることが指摘されるに至っ
た。
【０００９】
　本発明者等は、この原因を究明した結果、図６に示すような現象が生じることが判明し
た。図６は、第２基板ＳＵＢ２に偏光板ＰＯＬ２を配置する場合における前記偏光板ＰＯ
Ｌ２の配置方法を液晶表示パネルＰＮＬの断面図とともに示している。なお、図６は、本
発明の実施例を示す図４、図５に対応させて描画した図となっている。このため、図６に
おける説明以外のたとえば液晶表示パネルＰＮＬ等の詳細な構成は、図４、図５の説明を
参照されたい。
【００１０】
　図６において、まず、偏光板ＰＯＬ２は、その粘着面に保護シートＳＳＴが貼られて取
り扱われるようになっている。そして、この偏光板ＰＯＬ２を液晶表示パネルＰＮＬの第
２基板ＳＵＢ２に配置させる際には、保護シートＳＳＴを剥離し、粘着面を第２基板ＳＵ
Ｂ２面に圧接させるようにする。この場合、偏光板ＰＯＬ２には保護シートＳＳＴの剥離
によって電荷の帯電が発生するようになる。
【００１１】
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　第２基板ＳＵＢ２の偏光板ＰＯＬ２が粘着される面には透光性導電膜ＴＣＤが全域にわ
たって形成されており、偏光板ＰＯＬ２の帯電は透光性導電膜ＴＣＤにまで及んでなされ
るようになる。ここで、第２基板ＳＵＢ２の液晶側の面には、ブラックマトリックス（遮
光膜）ＢＭが第２基板ＳＵＢ２の端辺にまで至って形成されている。光漏れを信頼性よく
防止するためである。このため、比較的板厚の小さな第２基板ＳＵＢ２の端辺において、
透光性導電膜ＴＣＤに帯電した電荷がブラックマトリックスＢＭに移動してしまう。
【００１２】
　このことから、第１基板ＳＵＢ１側の画素電極ＰＸと第２基板側のブラックマトリック
スＢＭの間に電位差が生じ、第１基板ＳＵＢ１の面に対して縦方向ＺＤに電界が発生する
ことになって、液晶の分子を駆動させることになり、光漏れを生じさせることになる。図
６では、第１基板ＳＵＢ１側に配置されたバックライト（図示せず）からの光Ｌ１が液晶
表示パネルＰＮＬ内の液晶ＬＣを通して光Ｌ２が漏れていることを示している。
【００１３】
　本発明の目的は、偏光板の配置の際の帯電によって光漏れが生じるのを回避させた液晶
表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の液晶表示装置は、第２基板に形成する透光性導電膜を、平面的に視て、その周
辺が前記第２基板の周辺からある程度の距離を有するように形成するようにしたことにあ
る。
【００１５】
　本発明の構成は、たとえば、以下のようなものとすることができる。
【００１６】
（１）本発明の液晶表示装置は、液晶を挟持して対向配置される第１基板と第２基板とを
有し、
　前記第１基板は、少なくとも、前記液晶側の面の各画素領域に、前記第１基板の面と並
行な成分を有する電界を生じさせる画素電極と対向電極とを備えて構成され、
　前記第２基板は、前記液晶側の面に、少なくも遮光膜を備えるとともに、前記液晶と反
対側の面に、透光性導電膜、および前記透光性導電膜上に貼付された偏光板とを備えて構
成され、
　前記透光性導電膜は、平面的に視て、その外輪郭が前記第２基板の外輪郭よりも内側に
位置づけられて形成されていることを特徴とする。
【００１７】
（２）本発明の液晶表示装置は、（１）において、前記透光性導電膜は、平面的に視て、
前記偏光板から露出した部分を有することを特徴とする。
【００１８】
（３）本発明の液晶表示装置は、（２）において、前記透光性導電膜は、平面的に視て、
その周辺の一部において外側に突出する部分を有し、この突出する部分は前記偏光板から
露出した部分となっていることを特徴とする。
【００１９】
（４）本発明の液晶表示装置は、（２）、（３）のいずれかにおいて、前記透光性導電膜
の外輪郭は、平面的に視て、前記偏光板から露出した部分を除き前記偏光板の外輪郭と重
なっていることを特徴とする。
【００２０】
（５）本発明の液晶表示装置は、（２）、（３）のいずれかにおいて、前記透光性導電膜
の外輪郭は、平面的に視て、前記偏光板から露出した部分を除き前記偏光板の外輪郭より
も内側に位置づけられていることを特徴とする。
【００２１】
（６）本発明の液晶表示装置は、（２）ないし（５）のいずれかにおいて、前記透光性導
電膜の前記偏光板から露出した部分は一個あるいはそれ以上の個数で形成されていること
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を特徴とする。
【００２２】
（７）本発明の液晶表示装置は、（２）ないし（５）のいずれかにおいて、前記透光性導
電膜の前記偏光板から露出した部分は接地のための導電材が電気的に接続されていること
を特徴とする。
【００２３】
（８）本発明の液晶表示装置は、（１）において、ノーマリブラックモードで液晶が駆動
されることを特徴とする。
【００２４】
（９）本発明の液晶表示装置は、（１）において、前記第１基板の前記液晶側の面に、隣
接する一対のゲート信号線と隣接する一対のドレイン信号線で囲まれた領域を前記画素領
域とし、この画素領域に、ゲート信号線からの走査信号によって駆動される薄膜トランジ
スタと、この薄膜トランジスタを通してドレイン信号線からの映像信号が供給される前記
画素電極と、前記映像信号に対して基準となる基準信号が供給される前記対向電極とが形
成されていることを特徴とする。
【００２５】
（１０）本発明の液晶表示装置は、（８）において、前記画素電極と前記対向電極のうち
一方の電極は、画素領域に形成された面状電極から構成され、前記画素電極と前記対向電
極のうち他方の電極は、前記面状電極の上方に絶縁膜を介して配置される複数の線状電極
から構成されていることを特徴とする。
【００２６】
　なお、上記した構成はあくまで一例であり、本発明は、技術思想を逸脱しない範囲内で
適宜変更が可能である。また、上記した構成以外の本発明の構成の例は、本願明細書全体
の記載または図面から明らかにされる。
【発明の効果】
【００２７】
　このように構成した液晶表示装置によれば、偏光板の配置の際の帯電によって光漏れが
生じるのを回避できるようになる。
【００２８】
　本発明のその他の効果については、明細書全体の記載から明らかにされる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の液晶表示装置の要部を示す図で、液晶表示パネル（特に第２基板）と透
光性導電膜との位置関係を示す平面図である。
【図２】本発明の液晶表示装置の概略を示す平面図である。
【図３】本発明の液晶表示パネル上に形成された透光性導電膜と偏光板を示す平面図であ
る。
【図４】図３のIV－IV線における断面図である。
【図５】図３のV－V線における断面図である。
【図６】従来の表示装置の不都合を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　本発明の実施例を図面を参照しながら説明する。なお、各図および各実施例において、
同一または類似の構成要素には同じ符号を付し、説明を省略する。
【実施例１】
【００３１】
　図２は、本発明の液晶表示装置の実施例１の概略を示す平面図である。図２において、
液晶（図示せず）を挟持して対向配置される第１基板ＳＵＢ１、第２基板ＳＵＢ２がある
。通常、第１基板ＳＵＢ１はＴＦＴ基板と称され、第２基板ＳＵＢ２はフィルタ基板と称
される。第２基板ＳＵＢ２は観察者側に配置されるようになっている。第１基板ＳＵＢ１
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の背面にはバックライト（図示しない）が配置されるようになっている。第２基板ＳＵＢ
２は、第１基板ＳＵＢ１よりも若干小さな面積となっており、第１基板ＳＵＢ１の図中下
側の辺部を露出させるようになっている。第１基板ＳＵＢ１の図中下側の辺部には半導体
装置（チップ）ＳＥＣが搭載されている。この半導体装置ＳＥＣは後述の表示領域ＡＲに
おける各画素を駆動する制御回路となっている。第２基板ＳＵＢ２の周辺には、第１基板
ＳＵＢ１との固着を図るシール材ＳＬが形成され、このシール材ＳＬは液晶を封止させる
機能をも有している。
【００３２】
　シール材ＳＬで囲まれた領域は表示領域ＡＲとなっている。第１基板ＳＵＢ１の前記表
示領域ＡＲにおける液晶側の面には、図中ｘ方向に延在しｙ方向に並設されるゲート信号
線ＧＬ、および図中ｙ方向に延在しｘ方向に並設されるドレイン信号線ＤＬが形成されて
いる。隣接する一対のゲート信号線ＧＬと隣接する一対のドレイン信号線ＤＬとで囲まれ
る領域は画素領域を構成するようになっている。これにより、表示領域ＡＲにはマトリッ
クス状に配置された多数の画素を有するようになっている。
【００３３】
　各画素領域には、図中の点線楕円枠内の等価回路図である図Ａに示すように、ゲート信
号線ＧＬからの信号（走査信号）によってオンされる薄膜トランジスタＴＦＴと、この薄
膜トランジスタＴＦＴを通してドレイン信号線ＤＬからの信号（映像信号）が供給される
画素電極ＰＸと、この画素電極ＰＸとの間に電界を生じさせる対向電極ＣＴとが形成され
ている。前記電界は第１基板ＳＵＢ１の面に平行な成分を有し、液晶の分子は第１基板Ｓ
ＵＢ１の面に水平な状態のままで配向状態が変化するようになっている。この種の液晶表
示装置が横電界方式と称される所以である。なお、対向電極ＣＴはたとえばゲート信号線
ＧＬに平行して走行するコモン信号線ＣＬを介して映像信号に対して基準となる基準信号
が供給されるようになっている。また、このような液晶表示装置は、画素電極と対向電極
ＣＴとの間に電位差を生じさせない場合において、たとえば黒表示がなされるいわゆるノ
ーマリブラックモードで駆動されるようになっている。
【００３４】
　なお、ゲート信号線ＧＬ、ドレイン信号線ＤＬ、およびコモン信号線ＣＬは、それぞれ
図示しない引き出し線によって前記半導体装置ＳＥＣに接続され、ゲート信号線ＧＬには
走査信号、ドレイン信号線ＤＬには映像信号、コモン信号線ＣＬには基準信号が供給され
るようになっている。
【００３５】
　ここで、第２基板ＳＵＢ２の観察者側の面（液晶と反対側の面）は、図３に示すように
、透光性導電膜ＴＣＤが形成され、この透光性導電膜ＴＣＤの上面には偏光板ＰＯＬ２が
粘着されている。透光性導電膜ＴＣＤは、電界シールド材として機能し、外部から侵入さ
れる比較的強い電界によって、液晶の分子を駆動させる比較的弱い電界が影響されてしま
うのを回避させるために形成されている。また、偏光板ＰＯＬ２は第１基板ＳＵＢ１の液
晶と反対側の面に形成される偏光板ＰＯＬ１（図４、図５参照）とともに、液晶の挙動を
可視化させるために設けられている。図３は、図２に示したと同様の液晶表示パネルＰＮ
Ｌのうち、図中点線丸枠の部分を拡大した図Ｂおよび図Ｃによって、前記透光性導電膜Ｔ
ＣＤの詳細な構成を示している。
【００３６】
　図３において、透光性導電膜ＴＣＤは、図Ｂに示すように、第２基板ＳＵＢ２の端辺か
ら距離Ｗ１だけ離間して配置されている。第２基板ＳＵＢ２の端辺から距離Ｗ１の部分は
、平面的に視て、シール材ＳＬの形成領域内に位置づけられ、これにより、透光性導電膜
ＴＣＤは、少なくともシール材ＳＬで囲まれた領域である表示領域ＡＲを被うようにして
形成される。そして、透光性導電膜ＴＣＤの上面には前記透光性導電膜ＴＣＤを被うよう
にして配向膜ＰＯＬ２が貼付されている。配向膜ＰＯＬ２の場合においても表示領域ＡＲ
を被うようにして形成されている。この実施例の場合、透光性導電膜ＴＣＤの外輪郭は、
平面的に視て、偏光板ＰＯＬ２の外輪郭よりも内側に位置づけられ、配向膜ＰＯＬ２は透
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光性導電膜ＴＣＤを被うようにして形成されている。しかし、これに限定されることはな
く、平面的に視て、透光性導電膜ＴＣＤの外輪郭は偏光板ＰＯＬ２の外輪郭と重なった状
態で、配向膜ＰＯＬ２が透光性導電膜ＴＣＤを被うようになっていてもよい。
【００３７】
　そして、このように配向膜ＰＯＬ２に被われる形成される透光性導電膜ＴＣＤは、その
周辺の一部において、図Ｃに示すように、配向膜ＰＯＬ２から突出した突出部（図中符号
ＰＪで示す）を有するようになっている。この突出部ＰＪは、配向膜ＰＯＬ２から露出す
る部分となり、後述するように、接地のための導電材（図５において符号ＣＤＭで示す）
が電気的に接続される部分となっている。そして、この透光性導電膜ＴＣの突出部ＰＪに
あっても、第２基板ＳＵＢ２の端辺にまで至って形成されることはなく、前記端辺から距
離Ｗ２の距離を有して形成されている。
【００３８】
　図１は、液晶表示パネルＰＮＬを平面的に視た場合に、第２基板ＳＵＢ２に対する透光
性導電膜ＴＣＤの位置関係を示した図である。透光性導電膜ＴＣＤは、その外輪郭が第２
基板ＳＵＢ２の外輪郭よりも内側に位置づけられて形成されていることが明らかとなる。
透光性導電膜ＴＣＤは、突出部ＰＪの形成部分において第２基板ＳＵＢ２の端辺から距離
Ｗ２だけ離間され、突出部ＰＪが形成されていない部分において第２基板ＳＵＢ２の端辺
から距離Ｗ１（＞Ｗ２）だけ離間されて形成されている。なお、接地のための導電材との
電気的接続部となる突出部ＰＪは、透光性導電膜ＴＣＤの周辺に１個設けるようにしたも
のであるが、これに限定されることはなく、２個以上設けるようにしてもよい。
【００３９】
　図４は、図３の図ＢのIV－IV線における断面図である。第１基板ＳＵＢ１の液晶ＬＣ側
の面には、ゲート信号線ＧＬを被って第１絶縁膜ＩＮ１が形成されている。この第１絶縁
膜ＩＮ１は、たとえば、図示しない薄膜トランジスタ（図２に示す薄膜トランジスタＴＦ
Ｔ）のゲート絶縁膜、前記薄膜トランジスタを被って形成される保護膜との積層体からな
っている。ゲート絶縁膜と保護膜との間には図示しないドレイン信号線ＤＬが形成されて
いる。第１絶縁膜ＩＮ１の上面には、画素領域ごとに形成された画素電極ＰＸが形成され
ている。この画素電極ＰＸは面状電極からなり、たとえばＩＴＯ（Indium Tin Oxide）等
から構成されている。画素電極ＰＸは保護膜に形成されたスルーホール（図示せず）を通
して前記薄膜トランジスタのソース電極に電気的に接続されるようになっている。第１絶
縁膜ＩＮ１の上面には前記画素電極ＰＸをも被って第２絶縁膜ＩＮ２が形成され、この第
２絶縁膜ＩＮ２の上面の各画素領域には対向電極ＣＴが形成されている。この対向電極Ｃ
Ｔは並設された複数の線状電極からなり、たとえばＩＴＯ（Indium Tin Oxide）等から構
成されている。この場合、第１絶縁膜ＩＮ１上に形成された面状電極を対向電極として機
能させ、第２絶縁膜ＩＮ２上に形成された線状電極を画素電極として機能させてもよい。
第１基板ＳＵＢ１の液晶ＬＣと反対側の面には、表示領域ＡＲを被うようにして偏光板Ｐ
ＯＬ２が貼付されている。
【００４０】
　第２基板ＳＵＢ２の液晶側の面には、ブラックマトリックス（遮光膜）ＢＭが形成され
ている。このブラックマトリックスＢＭは、光漏れを信頼性よく防止するため、第２基板
ＳＵＢ２の端辺にまで至るようにして形成されている。また、ブラックマトリックスＢＭ
は、第１基板ＳＵＢ１側の画素領域に対向する領域において開口が形成され、この開口を
塞ぐようにしてカラーフィルタＣＦが形成されている。このカラーフィタルＣＦは、隣接
して配置されるたとえば３個の画素領域において、それぞれ、赤、緑、青の各色を呈する
ようになっている。これら３個の画素によってカラー表示用の単位画素を形成するように
なる。また、ブラックマトリックスＢＭ、カラーフィルタＣＦを被うようにして平坦化膜
ＯＣが形成されている。第２基板ＳＵＢ２の液晶ＬＣと反対側の面には、表示領域を被う
ようにして透光性導電膜ＴＣＤが形成され、この透光性導電膜ＴＣＤを被うようにして偏
光板ＰＯＬ２が形成されている。透光性導電膜ＴＣＤは、その端辺が第２基板ＳＵＢ２の
端辺から距離Ｗ１だけ離間して位置づけられるようにして形成されている。
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【００４１】
　図５は、図３の図ＣのV－V線における断面図である。図５において、図４の場合と比較
して異なる構成は、まず、透光性導電膜ＴＣＤにおいて偏光板ＰＯＬ２から突出する突出
部ＰＪを備えていることにある。この場合、突出部ＰＪは、その端辺が第２基板ＳＵＢ２
の端辺から距離Ｗ１を確保して形成され、第２基板ＳＵＢ２の端辺にまで至って形成され
ていないことにある。そして、透光性導電膜ＴＣＤの突出部ＰＪには、接地のための導電
材ＣＤＭが電気的に接続されるようになっている。これにより、透光性導電膜ＴＣＤは、
外部からの電界を液晶ＬＣ側へ侵入するのを防止する電界シールド材として充分に機能で
きるようになっている。
【００４２】
　このように構成された液晶表示装置は、保護シート（図６にて符号ＳＳＴで示す）を剥
がした偏光板ＰＯＬ２を、第２基板ＳＵＢ２に貼付した場合、従来と同様に、透光性導電
膜ＴＣＤに帯電が生じる。しかし、透光性導電膜ＴＣＤは、平面的に視て、その外輪郭が
第２基板ＳＵＢ２の外輪郭よりも内側に位置づけられて形成され、第２基板ＳＵＢ２の液
晶ＬＣ側の面に形成されたブラックマトリックスＢＭとの間に充分な距離を有することに
なる。このため、透光性導電膜ＴＣＤに帯電した電荷がブラックマトリックスＢＭに移動
してしまうことを阻止でき、ブラックマトリックスＢＭが帯電してしまうことを回避でき
るようになる。このことから、液晶ＬＣ内に発生する電界は、画素電極ＰＸと対向電極Ｃ
Ｔとの間に発生する電界のみとすることができ、液晶ＬＣを信頼性よく駆動させることが
できる。このため、不要な電界による光漏れの発生を防止することができるようになる。
【００４３】
　以上、本発明を実施例を用いて説明してきたが、これまでの各実施例で説明した構成は
あくまで一例であり、本発明は、技術思想を逸脱しない範囲内で適宜変更が可能である。
また、それぞれの実施例で説明した構成は、互いに矛盾しない限り、組み合わせて用いて
もよい。
【符号の説明】
【００４４】
ＰＮＬ……液晶表示パネル、ＳＵＢ１……第１基板、ＳＵＢ２……第２基板、ＳＥＣ……
半導体装置、ＳＬ……シール材、ＡＲ……表示領域、ＧＬ……ゲート信号線、ＤＬ……ド
レイン信号線、ＣＬ……コモン信号線、ＴＦＴ……薄膜トランジスタ、ＰＸ……画素電極
、ＣＴ……対向電極、ＴＣＤ……透光性導電膜、ＰＪ……突出部、ＰＯＬ１、ＰＯＬ２…
…偏光板、ＩＮ１、ＩＮ２……絶縁膜、ＬＣ……液晶、ＢＭ……ブラックマトリックス（
遮光膜）ＢＭ、ＣＦ……カラーフィルタ、ＯＣ……平坦化膜、ＣＤＭ……導電材。
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